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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第54期中 第55期中 第56期中 第54期 第55期

会計期間

自　平成24年
７月１日

至　平成24年
12月31日

自　平成25年
７月１日

至　平成25年
12月31日

自　平成26年
７月１日

至　平成26年
12月31日

自　平成24年
７月１日

至　平成25年
６月30日

自　平成25年
７月１日

至　平成26年
６月30日

売上高 （千円） 287,925 290,439 292,753 578,453 582,379

経常利益 （千円） 156,131 161,757 167,643 207,765 262,910

中間（当期）純利益 （千円） 97,613 103,630 107,706 129,414 165,231

持分法を適用した場合の投資

利益
（千円） 53,241 53,186 6,746 6,194 40,606

資本金 （千円） 457,500 457,500 457,500 457,500 457,500

発行済株式総数 （千株） 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

純資産額 （千円） 1,451,558 1,527,006 1,622,505 1,488,749 1,588,835

総資産額 （千円） 4,230,360 4,085,839 3,807,523 4,184,540 4,071,193

１株当たり純資産額 （円） 967.71 1,018.00 1,081.67 992.50 1,059.22

１株当たり中間（当期）純利

益金額
（円） 65.08 69.09 71.80 86.28 110.15

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益金額
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － 40.00 50.00

自己資本比率 （％） 34.31 37.37 42.61 35.58 39.03

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 162,835 113,533 123,291 269,979 249,965

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △21,119 623,726 △194,540 △24,793 581,211

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △144,925 △152,390 △326,659 △237,390 △245,001

現金及び現金同等物の中間期

末（期末）残高
（千円） 2,417 598,290 201,687 13,422 599,596

従業員数 （人） 4 5 5 4 5

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないために記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当社は、不動産賃貸業を主事業としております。当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成26年12月31日現在
 

従業員数（人） 5

合　　計 5

（注）　当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2）労働組合の状況

　現在労働組合は組織されておりません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間会計期間の国内経済は、政府による経済政策や金融政策によって緩やかな回復基調が続き企業収益は回復

の動きがみられました。一方、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動等の影響から個人消費の低迷などがみら

れ、先行き不透明な状況が続いているとマスコミ等で報告されています。

県内経済は、スーパー・コンビニ等の売り上げは食料品を中心に好調に推移し前年を上回りました。耐久消費財

について新車販売は増加しましたが、家電販売は消費税引き上げによる駆け込み需要の反動で減少しました。観光

関連では円安を背景に航空路線の拡充や大型クルーズ船の寄港などから入域観光客数が増加し好調な動きとなりま

した。建設関連は那覇空港滑走路増設工事等の公共事業が前年を上回りました。住宅関連工事は消費税増税前の駆

け込み需要の反動減がみられたものの高水準で推移しました。一方、円安などの影響等から建設資材価格の高騰や

職人不足による人件費増加によって厳しい状況もみられるとマスコミ等で報告されています。

当社におきましては、平成24年に県道浦添西原線の敷設用地に収用された西原シティ南側駐車場一帯で国道329

号や関連する排水路の改修工事が着工され、店舗出入り口等周辺の排水環境が大幅に改善される見込みです。

当中間期間は7月、10月に襲来した大型台風（台風8、19号）被害により西原シティの屋内駐車場などに大きな被

害を受けましたが、関係者の緊急対応により営業に支障を来すこと無く対処することができました。台風被害の修

繕工事は他の工事と同時に実施し、平成27年1月末の完了見込みです。

財務面におきましては西原シティ建設時の借入金「ふるさと融資（一般財団法人地域総合整備財団）」の借入残

金約1億5千万を全額繰上返済し、今後の金利負担の軽減を図りました。

当中間会計期間の業績は店舗の賃貸事業収入等により、売上高292,753千円（前年同期比0.8%増）となりまし

た。その結果、税引前中間純利益163,738千円（前年同期比1.2%減）を計上致しました。

 

当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

 

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前中間会計期間末に比べ

396,203千円減少し、当中間会計期間末は201,687千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、123,291千円(前年同期に得られた資金は113,533千円)となりました。これは主

として、税引前中間純利益163,738千円、減価償却費58,425千円により得られた資金であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、194,540千円(前年同期に得られた資金は、623,726千円)となりました。これは

主として、定期預金の預入による支出191,000千円（純額）により使用した資金であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は、326,659千円(前年同期に使用した資金は、152,390千円)となりました。これは

主として、長期借入金の返済及び配当金の支払により使用した資金であります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

　　当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

(1）生産実績

　該当事項はありません。

 

(2）受注状況

　該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。

事業別 金額（千円） 前年同期比（％）

不動産賃貸事業 292,248 100.71

その他事業 505 209.86

合計 292,753 100.80

（注）１．前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先
前中間会計期間 当中間会計期間

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社サンエー 263,802 90.83 263,802 90.11

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

４【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

５【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

６【研究開発活動】

　特記すべき事項はありません。

 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。

　　　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間末現在において、当社が判断したものであります。

 

　　（１）資産・負債・純資産の分析

　　　　　　当中間会計期間末の総資産残高は3,807,523千円（前事業年度末比263,670千円の減少）となりました。

流動資産については、現金及び預金1,025,688千円(前事業年度末比56,908千円の減少)の計上により

1,036,240千円（前事業年度末比55,629千円の減少）となりました。

固定資産については、減価償却費の計上があり2,771,282千円（前事業年度末比208,042千円の減少）となり

ました。

負債については、その他流動負債（仮受金）の増加（前事業年度末比13,647千円の増加）があったものの、

短期借入金の減少（前事業年度末比41,376千円の減少）、長期借入金の減少（前事業年度末比210,658千円の

減少）及び長期預り金の減少（前事業年度末比21,525千円の減少）により2,185,018千円（前事業年度末比

297,340千円の減少）となりました。

純資産については、利益剰余金の増加により1,622,505千円（前事業年度末比33,670千円の増加）となりま

した。当中間純利益107,706千円の計上が主な要因であります。

 

　　（２）経営成績の分析

　　　 　  当中間会計期間における売上高は292,753千円（前年同期比100.8%）、売上原価は60,711千円（前年同期比

96.0%）、営業利益170,664千円（前年同期比100.4%）、中間純利益107,706千円（前年同期比103.9%）となり

ました。

当中間会計期間は前年同期に比べ売上高は同程度であります。しかし、売上原価の不動産賃貸原価等が減少

したことが主な要因で、営業利益、経常利益及び中間純利益は増加となりました。

 

　　（３）キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　　「第２　事業の状況　１業績等の概要（２）キャッシュ・フロー」に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

  当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

  当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

２【設備の新設、除却等の計画】

  　 当中間会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありませ

　　　ん。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,500,000

計 1,500,000

 

②　【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年３月26日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 1,500,000 1,500,000 非上場
当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 1,500,000 1,500,000 －  

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日

～

平成26年12月31日

－ 1,500,000 － 457,500 － －
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（６）【大株主の状況】

  平成26年12月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

株式会社國場組 沖縄県那覇市久茂地３丁目21番１号 626,309 41.75

日新製糖株式会社 東京都中央区日本橋小網町14番１号 433,600 28.90

三井製糖株式会社
東京都中央区日本橋箱崎町36－２リバー

サイド読売ビル南ウイング12階
300,000 20.00

福里重盛 沖縄県中頭郡西原町 19,028 1.26

仲里律子 沖縄県那覇市 16,210 1.08

株式会社金秀本社 沖縄県那覇市旭町27番地 15,000 1.00

西原町 沖縄県中頭郡西原町字嘉手苅112番地 10,000 0.66

計  1,420,147 94.68

 

（７）【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

1,500,000
1,500,000

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式数 1,500,000 － －

総株主の議決権 － 1,500,000 －

（注）　なお、当社は単元株制度を採用しておりません。

 

②　【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏
名又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式数

（株）
他人名義所有株式数

（株）
所有株式数の合計

（株）
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

　当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以下

　「中間財務諸表等規則」という）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第56期中間会計期間（平成26年７月１日から平成26

年12月31日まで）の中間財務諸表について、公認会計士　田港博和氏による中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年６月30日)
当中間会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,082,596 1,025,688

売掛金 110 326

前払費用 323 -

繰延税金資産 5,493 4,395

未収入金 - 2,600

未収収益 3,039 2,760

その他 308 471

流動資産合計 1,091,869 1,036,240

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※１,※２ 2,359,746 ※１,※２ 2,301,907

構築物（純額） ※１ 34,408 ※１ 31,832

機械及び装置（純額） ※１ 4,619 ※１ 4,304

車両運搬具（純額） ※１ 0 ※１ 2,207

工具、器具及び備品（純額） ※１ 1,563 ※１ 2,671

土地 ※２ 327,174 ※２ 327,174

リース資産（純額） ※１ 3,474 ※１ 3,112

有形固定資産合計 2,730,984 2,673,207

無形固定資産 92 92

投資その他の資産   

投資有価証券 6,812 8,295

関係会社株式 50,000 50,000

長期前払費用 5,263 3,739

繰延税金資産 34,350 34,626

長期預金 150,000 -

差入保証金 3,000 1,900

その他 23 24

貸倒引当金 △1,200 △600

投資その他の資産合計 248,249 97,984

固定資産合計 2,979,324 2,771,282

資産合計 4,071,193 3,807,523

 

EDINET提出書類

新中糖産業株式会社(E00362)

半期報告書

11/31



 

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年６月30日)
当中間会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 28 29

短期借入金 ※２ 185,376 ※２ 144,000

未払消費税等 12,994 12,724

未払費用 45,805 18,131

リース債務 2,205 2,189

未払法人税等 66,530 56,627

預り金 45,398 46,329

賞与引当金 3,072 453

その他 1,428 15,075

流動負債合計 362,834 295,559

固定負債   

長期借入金 ※２ 929,636 ※２ 718,978

リース債務 1,065 913

退職給付引当金 10,717 11,176

役員退職慰労引当金 88,903 90,716

長期預り金 ※２ 1,089,202 ※２ 1,067,677

固定負債合計 2,119,523 1,889,459

負債合計 2,482,358 2,185,018

純資産の部   

株主資本   

資本金 457,500 457,500

利益剰余金   

利益準備金 114,375 114,375

その他利益剰余金   

別途積立金 750,000 850,000

繰越利益剰余金 266,000 198,706

利益剰余金合計 1,130,375 1,163,081

株主資本合計 1,587,875 1,620,581

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 960 1,924

評価・換算差額等合計 960 1,924

純資産合計 1,588,835 1,622,505

負債純資産合計 4,071,193 3,807,523
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②【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当中間会計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 290,439 292,753

売上原価 ※５ 63,248 ※５ 60,711

売上総利益 227,191 232,042

販売費及び一般管理費 ※５ 57,253 ※５ 61,377

営業利益 169,937 170,664

営業外収益 ※１ 2,856 ※１ 5,992

営業外費用 ※２ 11,036 ※２ 9,014

経常利益 161,757 167,643

特別利益 ※３ 11,203 ※３ 359

特別損失 ※４ 7,239 ※４ 4,264

税引前中間純利益 165,722 163,738

法人税、住民税及び事業税 63,594 55,730

法人税等調整額 △1,503 303

法人税等合計 62,092 56,032

中間純利益 103,630 107,706
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

     （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 457,500 114,375 650,000 260,769 1,025,144 1,482,644

当中間期変動額       

剰余金の配当 － － － △60,000 △60,000 △60,000

中間純利益 － － － 103,630 103,630 103,630

別途積立金の積立 － － 100,000 △100,000 － －

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

－ － － － － －

当中間期変動額合計 － － 100,000 △56,370 43,630 43,630

当中間期末残高 457,500 114,375 750,000 204,399 1,068,774 1,526,274

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 6,105 6,105 1,488,749

当中間期変動額    

剰余金の配当 － － △60,000

中間純利益 － － 103,630

別途積立金の積立 － － －

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

△5,373 △5,373 △5,373

当中間期変動額合計 △5,373 △5,373 38,258

当中間期末残高 732 732 1,527,006

 

EDINET提出書類

新中糖産業株式会社(E00362)

半期報告書

14/31



当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

     （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 457,500 114,375 750,000 266,000 1,130,375 1,587,875

当中間期変動額       

剰余金の配当 － － － △75,000 △75,000 △75,000

中間純利益 － － － 107,706 107,706 107,706

別途積立金の積立 － － 100,000 △100,000 － －

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

－ － － － － －

当中間期変動額合計 － － 100,000 △67,294 32,706 32,706

当中間期末残高 457,500 114,375 850,000 198,706 1,163,081 1,620,581

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 960 960 1,588,835

当中間期変動額    

剰余金の配当 － － △75,000

中間純利益 － － 107,706

別途積立金の積立 － － －

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

964 964 964

当中間期変動額合計 964 964 33,669

当中間期末残高 1,924 1,924 1,622,505
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当中間会計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 165,722 163,738

減価償却費 58,187 58,425

長期前払費用償却額 1,664 1,610

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,036 △2,619

退職給付引当金の増減額（△は減少） 403 459

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,013 1,813

受取利息及び受取配当金 △2,025 △2,025

有形固定資産売却損益（△は益） － △359

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △600

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △11,203 －

有形固定資産除却損 － 4,264

無形固定資産除却損 7,239 －

支払利息 11,036 9,013

売上債権の増減額（△は増加） － △216

その他の流動資産の増減額（△は増加） 53 △2,763

仕入債務の増減額（△は減少） － 2

未払費用の増減額（△は減少） △44,713 △27,700

その他の流動負債の増減額（△は減少） △3,750 14,338

その他の固定負債の増減額（△は減少） △22,283 △21,677

その他 △346 △789

小計 158,960 194,913

利息及び配当金の受取額 2,044 2,304

利息の支払額 △10,988 △8,664

法人税等の支払額 △36,483 △65,263

営業活動によるキャッシュ・フロー 113,533 123,291
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  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

当中間会計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成26年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 － 653

有形固定資産の取得による支出 △2,330 △5,207

投資有価証券の売却による収入 66,967 －

投資有価証券の取得による支出 △9,719 －

ゴルフ会員権の売却による収入 － 1,100

定期預金の払戻による収入 1,129,000 917,000

定期預金の預入による支出 △559,000 △1,108,000

長期前払費用の取得による支出 △1,192 △87

投資活動によるキャッシュ・フロー 623,726 △194,540

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △92,688 △252,034

配当金の支払額 △59,702 △74,625

財務活動によるキャッシュ・フロー △152,390 △326,659

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 584,868 △397,908

現金及び現金同等物の期首残高 13,422 599,596

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 598,290 ※ 201,687

 

EDINET提出書類

新中糖産業株式会社(E00362)

半期報告書

17/31



【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）たな卸資産

商品

総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）

(2）有価証券

関連会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のあるもの

　中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

時価のないもの

　移動平均法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法。但し、平成10年度の税制改正に伴い、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除

く）については定額法。

主な耐用年数

建物　10～50年

(2）長期前払費用

　定額法。

(3）リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引にかかるリース資産。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額のうち当中間会計期間対応分を計上しております。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当中間会計期

間末において発生していると認められる額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金支給規程（内規）に基づく当中間会計期間末の

要支給額を計上しております。

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手元現金、随時引出可能な預金

及び３ヶ月以内に償還期限の到来する大口定期からなっております。

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっており仮払消費税及び仮受消費税は相殺のうえ「未払消費税」と

して表示しております。
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（中間貸借対照表関係）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成26年６月30日）

当中間会計期間
（平成26年12月31日）

2,104,137千円 2,139,475千円

 

※２．担保資産及び担保付債務

　有形固定資産のうち下記の物は担保に供しております。

 
前事業年度

（平成26年６月30日）
当中間会計期間

（平成26年12月31日）

土地 107,651千円 107,651千円

建物 2,322,701 2,266,771

合計 2,430,353 2,374,422

 

　担保提供資産に対応する借入額及び預り金は下記のとおりであります。

 
前事業年度

（平成26年６月30日）
当中間会計期間

（平成26年12月31日）

短期借入金 185,376千円 144,000千円

長期借入金 929,636 718,978

長期預り金 1,087,013 1,065,488

翔南製糖㈱の借入金 0 0

合計 2,202,025 1,928,466

 

　３．偶発債務

　翔南製糖㈱の銀行借入に対する保証

 
前事業年度

（平成26年６月30日）
当中間会計期間

（平成26年12月31日）

残高 0千円 0千円

（保証限度額） （500,000） （500,000）

 

（中間損益計算書関係）

※１．営業外収益の主要項目

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

受取利息及び割引料 1,990千円 1,988千円

受取配当金 35 37

 

※２．営業外費用の主要項目

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

支払利息及び割引料 9,999千円 8,623千円
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※３．特別利益の主要項目

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

有形固定資産売却益 －千円 359千円

投資有価証券売却益 11,203 －

 

※４．特別損失の主要項目

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

有形固定資産除却損 －千円 4,264千円

無形固定資産除却損   

地役権消滅損 7,239 －

 

※５．減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

有形固定資産 58,187千円 58,425千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当中間会計期間増加株
式数（株）

当中間会計期間減少株
式数（株）

当中間会計期間末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,500,000 － － 1,500,000

合計 1,500,000 － － 1,500,000

※自己株式はありません。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成25年９月18日

定時株主総会
普通株式 60,000千円 40円 平成25年６月30日 平成25年９月19日

 

当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当中間会計期間増加株
式数（株）

当中間会計期間減少株
式数（株）

当中間会計期間末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,500,000 － － 1,500,000

合計 1,500,000 － － 1,500,000

※自己株式はありません。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成26年９月18日

定時株主総会
普通株式 75,000千円 50円 平成26年６月30日 平成26年９月19日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

現金及び預金 1,040,290千円 1,025,688千円

預入期間が３か月を越える定期預金 △442,000 △824,001

現金及び預金同等物 598,290 201,687

 

（リース取引関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

 金融商品の時価等に関する事項

　　　　    貸借対照表上、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが

　　　　　 極めて困難と認められるものは含まれておりません((注)2.参照)。

　        前事業年度　（平成26年６月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

 貸借対照表計上額 時　価 差　額

(1)現金及び預金（長期預金を含む）

(2)売掛金

(3)有価証券及び投資有価証券

 

1,232,596

110

6,678

 

1,232,596

110

6,678

 

－

－

－

 

資産計 1,239,384 1,239,384 －

(1)買掛金

(2)未払法人税等

(3)長期借入金

(1年以内返済予定の長期借入金含む)

(4)リース債務

(1年以内返済予定のリース債務含む)

(5)長期預り金

(1年以内返済予定の長期預り金含む)

28

66,530

1,115,012

 

3,270

 

1,132,252

 

28

66,530

1,146,293

 

3,270

 

1,038,353

 

－

－

31,821

 

－

 

△93,899

 

負債計 2,317,092 2,254,474 △62,618

　(注) 1.金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

    資　産

　　　　(1)現金及び預金、(2)売掛金

　　　　　 　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっており

          ます。

　　　　(3)有価証券及び投資有価証券

　　　　　 　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債権は取引所の価格又は取引金融機関等か

          ら提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項

          「有価証券関係」をご参照下さい。

     負　債

　　　　(1)買掛金、(2)未払法人税等、(4)リース債務

　　　　　  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

          ます。

　　　　(3)長期借入金、(5)長期預り金

            これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入等を行った場合に想定される利率で割り引いた現在

          価値により算定しております。

     デリバティブ取引

　　　　 該当事項はありません。
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当中間会計期間　（平成26年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

 中間貸借対照表計上額 時　価 差　額

(1)現金及び預金

(2)売掛金

(3)有価証券及び投資有価証券

 

1,025,688

326

8,161

 

1,025,688

326

8,161

 

－

－

－

 

資産計 1,036,774 1,036,774 －

(1)買掛金

(2)未払法人税等

(3)長期借入金

(1年以内返済予定の長期借入金含む)

(4)リース債務

(1年以内返済予定のリース債務含む)

(5)長期預り金

(1年以内返済予定の長期預り金含む)

29

56,627

862,978

 

3,103

 

1,110,727

 

29

56,627

886,430

 

3,103

 

1,048,004

 

－

－

23,452

 

－

 

△62,723

 

負債計 2,033,464 1,994,194 △39,271

　(注) 1.金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

    資　産

　　　　(1)現金及び預金、(2)売掛金

　　　　　 　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっており

          ます。

　　　　(3)有価証券及び投資有価証券

　　　　　 　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債権は取引所の価格又は取引金融機関等か

          ら提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項

          「有価証券関係」をご参照下さい。

     負　債

　　　　(1)買掛金、(2)未払法人税等、(4)リース債務

　　　　　  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

          ます。

　　　　(3)長期借入金、(5)長期預り金

            これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入等を行った場合に想定される利率で割り引いた現在

          価値により算定しております。

     デリバティブ取引

　　　　 該当事項はありません。

 

     2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分
前事業年度

（平成26年６月30日）

当中間会計期間

（平成26年12月31日）

　非上場株式 134 134

　関係会社株式 50,000 50,000

   非上場株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握す

 ることが極めて困難と認められるため、「(3)有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

　　また、関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価

 を把握することが極めて困難と認められるため、上表に含めておりません。
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（有価証券関係）

          １．満期保有目的の債券

                該当事項はありません。

          ２．子会社株式及び関連会社株式

　子会社株式及び関連会社株式（貸借対照表計上額　関連会社株式50,000千円）については、市場価格

がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。

　　　　  ３．その他有価証券

                前事業年度（平成26年６月30日）

 

 
種　類

貸借対照表計上額

（千円）

取得原価

（千円）

差額（千円）

 

 

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(１) 株式

(２) 債券

  ① 国債・地方債等

　 ② 社債

　 ③ その他

(３) その他

6,678

 

－

－

－

－

5,201

 

－

－

－

－

1,477

 

－

－

－

－

 小　計 6,678 5,201 1,477

 

貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(１) 株式

(２) 債券

  ① 国債・地方債等

　 ② 社債

　 ③ その他

(３) その他

－

 

－

－

－

－

－

 

－

－

－

－

－

 

－

－

－

－

小　計 － － －

合　計 6,678 5,201 1,477

（注）非上場株式（貸借対照表計上額134千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

られることから、上表の「その他有価証券」には含めていない。

 

 当中間会計期間（平成26年12月31日）

 

 
種　類

中間貸借対照表計上額

（千円）

取得原価

（千円）

差額（千円）

 

 

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(１) 株式

(２) 債券

  ① 国債・地方債等

　 ② 社債

　 ③ その他

(３) その他

8,161

 

－

－

－

－

5,201

 

－

－

－

－

2,960

 

－

－

－

－

小　計 8,161 5,201 2,960

 

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(１) 株式

(２) 債券

  ① 国債・地方債等

　 ② 社債

　 ③ その他

(３) その他

－

 

－

－

－

－

－

 

－

－

－

－

－

 

－

－

－

－

小　計 － － －

合　計 8,161 5,201 2,960

（注）非上場株式（中間貸借対照表計上額134千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と

認められることから、上表の「その他有価証券」には含めていない。
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（デリバティブ取引関係）

前事業年度（平成26年６月30日）

　当社は、デリバティブ取引は全く行っていないので該当事項はありません。

当中間会計期間（平成26年12月31日）

　当社は、デリバティブ取引は全く行っていないので該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 
前事業年度

（平成26年６月30日）
当中間会計期間

（平成26年12月31日）

関連会社に対する投資の金額 50,000千円 50,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 345,040 352,469
 

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

持分法を適用した場合の投資利益の

金額
53,186千円 6,746千円

 

（資産除去債務関係）

前事業年度　（自　平成25年7月1日　至　平成26年6月30日）

　該当事項はありません。

　　　　　当中間会計期間　（自　平成26年7月1日　至　平成26年12月31日）

　　　　　　該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

　　 賃貸等不動産の貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

    前事業年度　（自　平成25年7月1日　至　平成26年6月30日）                                 （単位：千円）

貸借対照表計上額  

 期首残高 2,796,871

 期中増減額 △106,871

 期末残高 2,690,000

期末時価 5,824,664

(注)1.重要性のない資産は除いております。

2.貸借対照表計上額について、土地は取得価額及び建物は取得価額から減価償却累計額を控除した金額であり

ます。

3.期中増減額のうち、当事業年度の主な増減は、賃貸用建物（土地付）の減価償却費計上による減少でありま

す。

4.期末の時価は、社外の不動産鑑定士による「不動産鑑定評価書」及び「時点修正による意見書」に基づく金

額であります。

 

当中間会計期間　（自　平成26年7月1日　至　平成26年12月31日）

賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額及び中間貸借対照表日における時価に前事業年度の末日に比して著しい変

動が認められないため、賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額及び当中間会計期間における主な変動並びに中間貸

借対照表日における時価及び当該時価の算定方法は、省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、本社所在地での不動産賃貸事業がほとんどであるため、中間財務諸表等規則第5条の20第4項によ

り注記を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　当社は、本社所在地での不動産賃貸事業がほとんどであるため、中間財務諸表等規則第5条の20第4項によ

り注記を省略しております。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　当社は、本社所在地での不動産賃貸事業に係る売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を

超えるため、注記を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（１）売上高

　外部顧客への売上高は本邦のみであります。

（２）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産以外の有形固定資産はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　   顧客の名称又は氏名 　売上高（千円） 　関連するセグメント名

 

　　　　株式会社サンエー

 

263,802

 

　　　　　　不動産賃貸事業

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　当社は、本社所在地での不動産賃貸事業に係る売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を

超えるため、注記を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（１）売上高

　外部顧客への売上高は本邦のみであります。

（２）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産以外の有形固定資産はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　   顧客の名称又は氏名 　売上高（千円） 　関連するセグメント名

 

　　　　株式会社サンエー

 

263,802

 

　　　　　　不動産賃貸事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　       １株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、下記のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

当中間会計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成26年12月31日）

  １株当たり中間純利益金額 69.09円 71.80円

（算定上の基礎）   

中間純利益金額（千円） 103,630 107,706

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益金額（千円） 103,630 107,706

普通株式の期中平均株式数（株） 1,500,000 1,500,000

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　　　 １株当たり純資産額及び算定上の基礎は、下記のとおりであります。

 
前事業年度

（平成26年６月30日）
当中間会計期間

（平成26年12月31日）

１株当たり純資産額 1,059.22円 1,081.67円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 1,588,835 1,622,505

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
1,588,835 1,622,505

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
1,500,000 1,500,000

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1）有価証券報告書およびその添付書類

事業年度（第55期）（自　平成25年７月１日　至　平成26年６月30日）

平成26年９月26日沖縄総合事務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

平成２７年３月２４日

新中糖産業株式会社

取締役会　御中

 

田港博和公認会計士事務所
 

 公認会計士 田港博和　　印

 

　私は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている新中糖

産業株式会社の平成26年7月1日から平成27年6月30日までの第56期事業年度の中間会計期間（平成26年7月1日から平成26

年12月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、中間

キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　私の責任は、私が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。私

は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私に

中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がな

いかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求

めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一

部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な

虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用

される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統

制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り

の評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　私は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

　私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、新中

糖産業株式会社の平成26年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成26年7月1日から平成

26年12月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
（注）
1.　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途
保管しております。

2.　XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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